
 

関係各位 

 

工事に伴う終日一車線規制について 

 

 日頃より公共工事に関して、ご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

 

 この度、神栖市下幡木地内（鰐川橋）において、潮来土木事務所発注のＲＣ床版応急復旧対策工

事を行うことになりました。 

  

 工事に伴い騒音・振動・交通規制など、地域及び通行者の皆様にはご不便やご迷惑をおかけしま

すが、工事の早期完成及び事故防止等の安全対策に努めますので、ご協力をお願いします。 

 

 工 事 名 07県単道修第07-57-643-0-003号外１本合併 

       道路舗装修繕工事（その10） 

 

 工 事 内 容 鰐川橋のＲＣ床版応急復旧対策工事を行います。 

 

 工 事 場 所 主要地方道 水戸神栖線 神栖市下幡木地内 

 

 交 通 規 制 終日一車線規制（下り車線：潮来ＩＣから神栖市へ向かう右車線） 

 

 交通規制期間 令和８年４月１日（水）21:00 から 令和８年４月10日（金）17:00 まで 

       ※天候等により日程が変更となる場合があります。 

 

 工事に関しましてお問い合わせがありましたら、ご連絡をお願いいたします。 

 

 連絡先 

  受注者 常総開発工業株式会社 土木本部 担当：白川 TEL：0299-92-3875 

  発注者 潮来土木事務所 道路管理課 担当：江幡 TEL：0299-62-3756 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



施工箇所

位 置 図

工事番号：07県単道修第07-57-643-0-003号
07県単道災防第07-57-793-0-001号合併

工 事 名：道路舗装修繕工事（その10）
施工箇所：主要地方道水戸神栖線

神栖市下幡木



県単道修 第 号
県単道災防第 号 合併

道路舗装修繕工事（その ）
延長Ｌ＝２８０ｍ 幅員Ｗ＝３．７５～７．２５ｍ
面積Ａ＝７８７㎡（切削 工２層）
面積Ａ＝４７２㎡（切削 工１層）
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終日一車線規制箇所
床版応急復旧対策工（別添図面参照）

延長Ｌ＝４２ｍ
床版上面断面修復工 Ｖ＝０．７８ｍ３

切削ＯＬ工２層

切削ＯＬ工１層



中央分離帯側 地覆
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橋面防水工

RC床版

端部目地処理
(塗膜系：アスアファルト加熱型)W=150

成型目地材 ポリマー改質AsⅢ型 混合物
H=50,t=5 t=50mm

S=1:10(1:20) 舗装構成・端部詳細図 

（地覆端部）

※1：成型目地材，端部目地処理は、地覆端部の橋軸方向に配置する。

床版鉄筋

床版鉄筋
床版コンクリート
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既設橋面防水損傷部位

既設橋面舗装

※20cm程度残す※電動ピック等により極力衝撃を与えない

コンクリートはつり端部

※フェザーエッジとならない形状とする

アスファルトカッター工
※既設床版鉄筋を切断しないよう
　切断深を明確に管理する

既設鉄筋下2cm程度を補修深さとする
※t = 被り40 + D19/2 + D16 + 20
    = 85.5mm ≒ 90mm

コンクリートはつり面
※ウォータージェットによる表面処理が望ましい
※既設床版と接する面はマイクロクラックの発生に留意する

① 既設鉄筋防錆処理
　 ※既設鉄筋が腐食している場合は防錆処理を実施
   ※腐食欠損が著しい場合は添え筋を行い、結束等
   　により固定する

② 浸透性エポキシ樹脂接着剤
　 （SBプライマー同等品:0.5kg/m2）
   （マイクロクラック対策）

既設防水工との重ね合わせ
（既設防水工を残した場合）

③ コンクリート接着剤
　 （エポキシ樹脂系打継ぎ用接着剤）
　 （SBJT同等品:0.8kg/m2） ④ 断面修復工（CPJ-L 20mm骨材同等品）

　 （低弾性ﾗﾃｯｸｽ改質超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ）

⑤ 橋面防水工
　 （塗膜系防水）

⑥ アスファルト舗装復旧工⑦ シール材注入工
　 ※新旧舗装境界の表面
　 　にはシール工を施す

※ 図中の○番号は、基本的な施工順序を示す。

　 ただし、施工条件により制限するものではない。

 橋面舗装・既設床版コンクリート劣化部 撤去工図 

 橋面舗装・RC床版 復旧工図 

 RC床版応急復旧工 施工概要図 
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既設床版鉄筋
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床版応急復旧対策工
舗装打換え工  (t=50mm)
床版断面修復工(t=90mm)

下流側 上流側

CL

 径間標準断面図(RC床版) S=1:100(1:200)

2.0%2.0%

 平 面 図 (A1～P1間) S=1:75(1:150)
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鰐川橋(2期施工)　RC床版応急復旧対策工図

RC床版応急復旧対策工

舗装打換え工  (t=50mm)
床版断面修復工(t=90mm)
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 1. 施工の際は、事前に現地調査及び

注記)

 4. ( )内はA3版縮尺を示す。

図　示

～

令 和 ７ 年 度

主要地方道　水戸神栖線

茨城県神栖市下幡木

全      葉の内      号　

道路舗装修繕工事（その10）

RC床版応急復旧対策工図

内容表示

図面番号

工事箇所

施工年度

図面種別

工 事 名

路 線 名

縮　　尺

　　現地計測を行うこと。

 2. 断面修復材の設計基準強度は、

　　σck=24N/mm2以上とする。

 3. 補修箇所は、横断勾配の高い位置に

 　 あるため導水パイプは設置されてい

　　ないものとして補修範囲を設定した。

床版上面 断面修復工 数量集計表
数 量

備 考番号

①

延長(m) 幅(m)

1.0002.000

1.0001.500 1.50

平面積(m2)

0.18

0.14

0.78

2.00

②

合 計

深さ(m)

0.09

0.09

体積(m3)

既設舗装打換え工 数量集計表
数 量

備 考番号

①

延長(m) 幅(m)

1.5002.500

1.5002.000 3.00

3.75

②

合 計 17.25

数 量 表（RC床版応急復旧対策工） (1橋梁当り)

種　　別 規格・寸法 単位 数　量 備　　考

無筋コンクリート m3コンクリートはつり

殻運搬・処分工

0.78

アスファルト殻 m3 3.74

1 2 3 4 5 6

1.0001.000 1.00 0.09② 0.09

1.0001.500 1.50 0.14② 0.09

1.0000.500 0.50 0.05② 0.09

1.0002.000 2.00 0.18② 0.09

1.5001.500 2.25③

1.5002.000 3.00④

1.5001.000 1.50⑤

1.5002.500 3.75⑥

舗装厚 t=50mm

外周長(m) 面積(m2)

7.00

8.00

41.00

6.00

7.00

5.00

8.00

アスファルト舗装 t=50mm m2 74.90舗装版切削工

コンクリート殻

人力積込

運搬距離 設計書参照 m3 0.78

再生改質AsⅡ型　密粒度As(20) t=50mm m2 74.90舗装工

塗膜系：アスファルト加熱型 m2 74.90橋面防水工

低弾性ラテックス改質超速硬コンクリート m3 0.78断面修復工 CPJ-L相当品

W=150mm m 21.40端部目地処理

H=50mm,t=5mm m 21.40成型目地材

路面切削・舗装復旧工　W=3.55m×L=42.5m=150.8m2

07県単道修第07-57-643-0-003号
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